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氏
子
一
統
よ
り
復
臨
の
願
牲
を
鯨
艇
へ
出
せ
し
に
、
同
年
五
月
十
五

日
許
可
あ
り
。
依
っ
て
卯
反
盟
関
榊
加
の
箆
内
左
る
榊
洞
を
ば
.
近

江
町
な
る
新
制
地
へ
移
し
、
建
築
務
成
の
上
、
吉
田
良
辰
を
撚
び
、六

月
十
七
日
迩
古
式
を
替
み
.
日糾問躍
を
迩
践
し
車
中
り
け
り
。
按
宇
る
に、

究
永
の
末
氏
子
地
を
縫
れ
て
卯
辰
山
へ
進
座
あ
る
よ
り
.
今
明
治
維

新
の
際
再
び
氏
子
地
へ
伎
座
し
給
ふ
ま
で
、
凡
年
勝
二
百
閲
寸
年
許

卯
反
盟
関
山
脚
一
枇
の
枇
地
に
寓
居
し
給
へ
り
と
い
ム
ペ
し
。
さ
て
明
治

五
年
寸
一
月
村
枇
陀
列
せ
ら
れ
、
回
随
一
脚
祉
の
一
肺
臓
の
銑
動
制
K
加

へ
ら
れ
.
今
に
至
り
て
は
一
脚
後
以
下
道
々
郷
重
に
肥
る
事
と
は
成
り

た
り
け
り
。

O
光
事
寺
上
地
町

此
の
地
は
.
野
町
光
専
寺
と
い
ふ
良
川
示
道
場
の
沼
地
也
。
占
H
平
二
年

光
市
時
寺
由
来
舎
に
、
一冗
和
年
中
糸
川
叫
に
て
寺
地
奔
領
、
後
下
近
江
町

へ
移
側
、
問
泊
四
年
凶
月
今
之
地
邦
制
す
。
と
あ
り
。
漸
併
殺
紀
陀

峨
せ
た
る
金
部
本
町
家
数
取
調
牲
に
、
凶
十
二
府
上
近
江
町
、
四
十

一
軒
下
近
江
町
、
二
寸
三
軒
三
帯
町
.
四
軒
三
番
町
光
専
寺
屋
敷
。

と
あ
り
。
十
二
拠
出
定
住
民
戦
せ
た
る
元
総
九
年
改
の
家
数
削
牲
に

は
・
下
近
江
町
の
衣
陀
光
官
悼式吋
上
ザ
地
町
と
紀
州
叫
し
・
元
称
三
年
の

金
滞
古
蹟
志
港
廿
三

火
災
紀
及
び
園
都
民
披
問
答
に
は
、
近
江
町
三
容
町
の
次
K
光
専
寺

上
4

地
問
主
戦
せ
た
り
。官十
和
三
年
幕
府
へ
逃
越
の
町
名
住
民
も
、

近
江
町
の
下
註
に
光
本
寺
上
地
町
と
蛾
せ
た
り
o
さ
れ
ば
近
吉
駅

ま
で
も
共
の
名
存
在
せ
し
か
ど
・
北
ハ
の
後
絶
え
た
り
け
ん
、
今
は
し

る
人
な
し
と
い
へ
り
。
高
治
以
前
光
本
寺
あ
り
し
沓
地
主
ば
町
地
と

な
し
、
市
郎
凶
戸
建
て
た
り
し
を
、
光
本
寺
上
，
地
町
と
呼
べ
り
。
三

番
町
光
本
寺
屋
敷
と
も
あ
れ
ば
、
近
江
町
三
帯
町
の
地
総
き
な
る
布

知
ら
れ
け
り
。=一
評
附
は
下
近
江
町
の
方
な
る
ゆ
車
、
山
耐
用
地
官
陀
は

下
近
江
町
と
減
せ
た
る
た
る
べ
し
。

O
今

市

村

跡

此
の
村
は
、
石
浦
庄
内
七
ケ
村
の
一
村
也
。
石
浦
紳
枇
誠
州
民
長
十
一

年
八
月
石
油
七
村
氏
子
連
判
松
花
、
今
市
付
千
左
術
門
と
見
ゆ
。
今

市
屋
と
い
ふ
屋
地
肌
の
町
人
岳
る
は
、
す
此
の
村
よ
り
出
で
た
る
邑
民

の
後
な
る
べ
し
。
さ
て
そ
の
村
詳
は
‘
党
永
八
年
の
石
浦
氏
子
地
闘

に
、
近
江
町
の
地
縫
に
今
市
村
跡
と
記
紙
し
‘
明
治
二
年
六
月
石
部

慈
光
院
の
山
緒
舎
に
、
石
浦
郷
七
村
之
内
今
市
村
は
‘
只
今
之
近
江

町
に
有
ν
之
、
只
今
退
仰
之
山
中
仰
候
。
と
あ
り
。
按
十
る
に
‘
今
市

の
邑
名
陀
酬
明
れ
ば
、
止
日
今
町
・
新
町
の
地
縫
K
.
久
保
市
と
て
市
場
あ
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